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辞書を引くべき表現の見抜き方
　今回は英語学習の一般的指針を示しつつ，辞書
を引くタイミングやポイントを紹介します。
　例えば pusillanimousのように一見して難しい
と分かる語なら辞書を引こうと思うでしょう。で
は次の文だとどうでしょうか。言語学のテキスト
で「標準英語」なる概念が規定された直後です。
⑴  A word is in order on the notion of standard 

and correctness.
（Plag et al., Introduction to English Linguistics）

「単語が順に並ぶ」のような内容かと思う人が多
いのですが，うまく意味が通らずスッキリしない
と思います。個々の単語は平易なのに全体として
意味が取れない，そんな時もぜひ辞書を。でも，
どこをどう調べればよいのでしょう？
　大事なのは骨格の見極めです。「on . . .の部分
は〈…について〉で大丈夫そうだけど is in order
のあたりが分かりそうで分からない。何か知らな
い構文があるのかな？」というところまで絞り込
めれば，あとはもう類例を検索するだけです（詳
細は 5月号の本欄を参照）。
⑵  An apology is in order.一言謝ってしかるべきだ
 （オーレックス英和辞典，s.v. order）
⑶  A word of warning is in order here.（念のため） 
この辺で一つ注意をしておくのがよかろう

 （研究社新英和大辞典，s.v. order）
まさにドンピシャ，疑問が氷解しますね。これは
特に但し書き（caveat）で使われやすい構文です。
したがって⑴は「ここで『標準』や『正しさ』
という概念について一言述べておくのがよいだろ
う」のような意味になるわけです。
　一般的な次元でまとめると，英語に触れる際は
一言一句，隅々まで十全に理解しようと心がける
こと（達成できるかは別として）。そうすることで
初めて，分からない箇所が浮き彫りになります。
中途半端でよしとせず，内容の説明や自然な訳が

できるか自問自答しましょう（ただし文脈や構文
の把握をすっ飛ばしてそれらしい訳を仕立て上げる
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のは厳禁）。どうも要領を得ないなら，そこが辞
書を引くタイミングです。適当な理解で済ませて
いると，「ここ，分かってないぞ！」というシグ
ナルを感じ取れません。徹底してもなお残る違和
感を辞書で潰すのです。では語源本から次の例を。
精神分析の開拓者が恣意的に定めた用語を紹介す
る際の「枕」としての軽口です。
⑷  The great thing about creating something is 

that you get to give it a name. Who would en-
dure the expense and incontinence of babies, 
were it not for the fun of saddling another hu-
man with a moniker that you chose yourself?

 （Mark Forsyth, The Etymologicon）
incontinenceやmonikerのような難語はシンプル
に調べればOK。were it not for . . .（…がなければ）　
は受験英語の定番ですね。saddleは動詞だろうか
と推測して調べると saddle A with Bで「Aに B
を抱え込ませる」的な意味だと判明します。
⑸  何かを生み出すことの醍醐味は，なんといっても
それに名前を付ける（　　　　）という点だ。自
分で選んだ名を他の人間につけるという楽しみが
なかったら，赤ちゃんにお金をかけてオムツも替
えてといった世話を好きこのんで引き受ける人な
どいないだろう。

ここまで 1つひとつ確認して，それでもどこか腑
に落ちない─そんな違和感から，シレッと紛れ
込んでいた盲点の get to verbが浮かび上がると
いうわけです（意味は欄外に）。
　要するに，①構造や意味を予測しながら読み，
②少しでも違和感があれば手間を惜しまず辞書を
引き，③一番上の訳語だけでなく下の方の意味や
用例，注記にまで目を配るのが大事なのです。こ
れを踏まえて，最後に練習問題を。
⑹  I knew I’d be in for it later. I knew Mom would 

probably ground me again for not apologising［.］
 （Susin Nielsen, My Messed-up Life） 
基礎的な groundも油断・横着せず，品詞を予測
した上でよく調べましょう。実は前半にも難所が
潜んでいます。in for itを「成句」や「例文」で
検索すると……？　詳しくは平沢慎也『実例が語
る前置詞』（くろしお出版，p. 192）をご覧ください。

＊�⑸ get�to�verbは「…ことができる」／⑹ ground
は「外出を禁止する」，be�in� for� it は「叱られる」
の意。
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